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ファストフード様飼料による
ラットの脂質代謝に対する影響
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   近年、抗肥満作用を有する医薬品や機能性
食品の開発が盛んに行われるようになり、実
験動物を用いた抗肥満作用評価のニーズが高
まっている。
そこで、我々はヒトの肥満状態により近い食
餌性肥満動物モデルを開発するため、内臓肥
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【 結   果 】
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満を呈することが報告(山崎里美, J MetS.4.
44-52, 2007)されている飼料Ａをラット
に与え、その生体機能変化を検討した。
   また比較対照として従来肥満モデル作成
に用いられてきた高脂肪食を用いた。

   飼料Ａを４週間摂取させた結果、体重、内
臓脂肪、肝重量の増加がみられ、特に肝臓重
量および脂肪蓄積は高脂肪食に比べ著明な差
がみられた。

またＬＤＬ／ＨＤＬ比や血中総タンパクなど
においても高脂肪食群とは差異がみられた。

 【 結   論 】
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高脂肪食との相違点

総タンパクの増加

脂質代謝関連遺伝子の発現量

     飼料Ａはラットの脂質代謝系に
強く影響し、肥満症状、特に脂肪
肝を生じさせていると考えられ
る。

また、従来の高脂肪食とは脂質代
謝に対する影響に相違点が見られ、
新しい症状を有する脂質代謝異常
モデルとなりうる可能性が示唆さ
れた。
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（上段：解剖時撮影、下段：病理標本観察時撮影）

お問合せ： 株式会社　化合物安全性研究所
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